
点検橋梁総括表

主桁 横桁 床版
下部
構造

支承部 その他
判定
区分

所見等

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
床版にひびわれ、地覆に鉄筋露出が見られる。橋梁の機能に障害は生じてい
ないが予防保全の観点からひびわれ補修、断面修復等を実施することが望ま
しい。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ
沓座モルタルが著しく欠損していることから機能に支障を生じる可能性があ
り、早期に措置を講ずべきである。

コメント

2021 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
主桁、下部工にひびわれが見られるが、橋梁の機能に障害は生じていないた
め健全と判断する。

2016 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
主桁、下部工に軽微なひびわれが確認できるが、道路橋の機能に支障は生じ
てない状態であり経過観察とする。

コメント

2021 Ⅲ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

主桁にボルトの脱落が見られる。F11Tを使用しており遅れ破壊が生じる可
能性があるため、詳細調査・補修等を実施することが望ましい。床版のひび
われ、下部工の遊離石灰、伸縮装置排水管の脱落は予防保全の観点から、補
修等を実施することが望ましい。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
床版、下部工、支承部、伸縮装置の損傷は予防保全の観点から措置を講じる
ことが望ましい。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ

P1橋脚支承にモルタル欠損が見られる。支承下部に空隙が見られ、橋梁の
機能に障害が生じる可能性があるためモルタル補修等を実施することが望ま
しい。床版の鉄筋露出、伸縮装置の漏水は予防保全の観点から、補修を実施
することが望ましい。

2017 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅱ
予防保全の観点から橋面防水工、支承補修、排水工補修が望ましい。舗装の
異常は維持作業で対応できる損傷である。

コメント

2021 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅱ Ⅰ
主桁、下部工にひびわれが見られるが、橋梁の機能に障害は生じていないた
め健全と判断する。路面の凹凸は安全性の観点から、すりつけ等の補修を実
施することが望ましい。

2017 Ⅰ - - Ⅰ - Ⅰ Ⅰ
道路橋の機能に支障が生じていない状態である。路面の凹凸は維持作業で対
応できる損傷である。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
床版にひびわれ、防護柵に破断が見られる。橋梁の機能に障害は生じていな
いが予防保全の観点からひびわれ補修、部材交換等を実施することが望まし
い。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 床版、伸縮装置の損傷は予防保全の観点から措置を講じることが望ましい。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版にひびわれが見られる。橋梁の機能に障害は生じていないが予防保全の
観点から、ひびわれ補修等を実施することが望ましい。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 床版の損傷は予防保全の観点から措置を講じることが望ましい。

コメント
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上部形式１№
橋梁番号

（分割番号）
橋梁名

フリガナ
路線名 径間数橋梁名橋梁ID

架設
年度

健全性判定区分
上部形式２

橋長
(m)

全幅員
(m)

有効幅員
(m)

供用年 点検年

・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分：Ⅱへ変更する。

7.00 6.00 1976 46

・判定区分の変更なし。

・補修工が施工済である。
・主桁02、03の高力ボルト（F11T）に脱落（1本）があり、遅れ破壊が生じる可能性があるため、判定区分：Ⅲへ変更する。

・沓座モルタルの破損により支承下部が脆弱化しているため、判定区分：Ⅲへ変更する。

・判定区分の変更なし。

・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分の変更なし。

・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分の変更なし。
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点検橋梁総括表

主桁 横桁 床版
下部
構造

支承部 その他
判定
区分

所見等
上部形式１№

橋梁番号
（分割番号）

橋梁名
フリガナ

路線名 径間数橋梁名橋梁ID
架設
年度

健全性判定区分
上部形式２

橋長
(m)

全幅員
(m)

有効幅員
(m)

供用年 点検年

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版にひびわれが見られる。橋梁の機能に障害は生じていないが予防保全の
観点から、ひびわれ補修等を実施することが望ましい

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ 床版の損傷は予防保全の観点から措置を講じることが望ましい。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
床版にひびわれ、地覆に剥離が見られる。橋梁の機能に障害は生じていない
が予防保全の観点からひびわれ補修、断面修復等の補修を実施することが望
ましい。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 床版、伸縮装置の損傷は予防保全の観点から措置を講じることが望ましい。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
床版に遊離石灰を伴うひびわれ、アンカーボルトにゆるみが見られ、予防保
全の観点から補修を実施することが望ましい。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅲ Ⅱ Ⅲ
沓座モルタルが著しく欠損していることから機能に支障を生じる可能性があ
り、早期に措置を講ずべき状態である。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
床版にひびわれ、防護柵にボルトの脱落が見られる。橋梁の機能に障害は生
じていないが予防保全の観点から、ひびわれ補修等を実施することが望まし
い。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 床版、舗装の損傷は予防保全の観点から措置を講じることが望ましい。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ
主桁に腐食、床版に遊離石灰を伴うひびわれが見られるが、橋面防水工補修
を施し、損傷の進行が見られないため経過観察とし、橋梁の機能に障害は生
じていないため健全と判断する。

2016 Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅲ Ⅱ Ⅲ
沓座モルタルが著しく欠損していることから機能に支障を生じる可能性があ
り、早期に措置を講ずべき状態である。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版にひびわれが見られる。橋梁の機能に障害は生じていないが予防保全の
観点から、ひびわれ補修等を実施することが望ましい。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 床版、伸縮装置の損傷は予防保全の観点から措置を講じることが望ましい。

コメント

2021 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅰ Ⅱ
床版にひびわれが見られる。橋梁の機能に障害は生じていないが予防保全の
観点から、ひびわれ補修等を実施することが望ましい。

2016 Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅰ Ⅱ Ⅱ 床版、伸縮装置の損傷は予防保全の観点から措置を講じることが望ましい。

コメント
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・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分の変更なし。

・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分の変更なし。

・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分の変更なし。

・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分の変更なし。

・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分の変更なし。
※水管橋終点側橋台部に著しい剥離・鉄筋露出があり、前回点検より損傷の進行が確認される。

・補修工が施工済である。
・床版ひびわれは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分の変更なし。

・補修工が施工済である。
・アンカーボルトのゆるみは、予防保全の観点から補修が望ましいため、判定区分：Ⅱへ変更する。
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点検橋梁総括表

主桁 横桁 床版
下部
構造

支承部 その他
判定
区分

所見等
上部形式１№

橋梁番号
（分割番号）

橋梁名
フリガナ

路線名 径間数橋梁名橋梁ID
架設
年度

健全性判定区分
上部形式２

橋長
(m)

全幅員
(m)

有効幅員
(m)

供用年 点検年

Ⅰ 13 12 0 13 10 6 2

Ⅱ 0 0 12 1 1 8 10

Ⅲ 1 0 0 0 1 0 2

Ⅳ 0 0 0 0 0 0 0

- 0 2 2 0 2 0 0

2021
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